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自立活動指導の実際

〜アセスメントから目標設定・支援方法へ〜



研修の流れ

1 自立活動についての理解度チェック

2 自立活動の概要

＊目標・位置づけ・内容等

3 新学習指導要領改訂のポイント

4 チェックリスト（アセスメント）の活用

5 事例（支援学校／支援学級）



❖自立活動の目標

「個々の児童又は生徒が自立を目指し、障害

による学習上又は生活上の困難を主体的に改

善・克服するために必要な知識、技能、態度

及び習慣を養い、もって心身の調和的発達の

基盤を培う。」

Q1

（心身の障害に基づく種々の困難を改善し、又は克服するために）



Q1



❖自立活動の位置づけ

教育課程を構成する領域
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Q2



❖自立活動の指導

→「自立活動の時間における指導」

時間を特設して行う指導

学校の教育活動全体を通じて行う指導

→「自立活動の指導」

朝の会
帰りの会

ことば・かず 給食 職業

小学部：木３限目
中学部：７限目
高等部：１限目

専任部による抽出指導

Q3

昼休み



❖自立活動の内容

＜６つの区分＞ 26項目→27項目

人間としての基本的な行動を遂行するために必要な要素と、障害による学習上又は
生活上の困難を改善・克服するために必要な要素を分類・整理したものであり、そ
れらを相互に関連づけて指導内容を設定する。

健康の保持 心理的な安定 人間関係の形成

環境の把握 コミュニケーション 身体の動き

Q4

学習指導要領が示す目標・内容
（全ての児童生徒に確実に指導）

↓
（観点別学習状況の評価）

↓
達成状況を判断する拠り所

評価規準

教
科
・
領
域

学習指導要領が示す内容【要素】
（実態に応じて必要な項目を選定）

↓
（個別に指導目標を設定）

↓
個別に達成状況を評価

評価規準

自
立
活
動



特別支援学校の教育と自立活動の位置づけ

前段「幼稚園、小学校、中学校又は高等
学校に準ずる教育を施す」

後段「障害による学習上又は生活上の困難を
改善・克服するために必要な指導を行う」＋

特別支援学校の目的（学校教育法第７２条）
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学校の教育活動全体を通じて、幼児児童生
徒の人間として調和のとれた育成をめざす
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）＊基本的な行動を遂行

するために必要な要素
＊困難を改善・克服する
ために必要な要素

分類・整理

６区分・２７項目

自立活動

（

Q4



❖新学習指導要領改訂のポイント
〜特別な配慮を必要とする児童生徒への指導〜

全ての教科で配慮が必要！

「障害のある児童生徒などについては、学習活動を行う場合に生じる困
難さに応じた指導内容や指導方法の工夫を計画的、組織的に行うこと」

特別支援学級・通級の教育課程編成の考え方を明示！

特別支援学校学習指導要領（第７章）が示す自立活動を取り入れ、
目標や内容を定めること

個別の教育支援計画・指導計画の作成と活用を明示！

特別支援学級や通級による指導を受けている児童生徒については個別
の教育支援計画や個別の指導計画を作成し、効果的に活用すること。

改訂の
ポイント①

改訂の
ポイント②

改訂の
ポイン③

Q5



ア 障害のある児童などについては，特別支援学校等の助言又は援助を活
用しつつ，個々の児童の障害の状態等に応じた指導内容や指導方法の工夫
を組織的かつ計画的に行うものとする。

小・中学校学習指導要領解説・各教科編 教育支援資料（文部科学省）

ADHD（注意欠陥多動症）

ASD（自閉スペクトラム症）

活動の手順を示し
たシートを手元に
配布

メモや絵を付加
するなどの配慮

国語の書き取り
算数の筆算・暗算

LD（学習症）

学習の流れや内容
を話して伝える

①児童の障害の状態に応じた指導の工夫（小学校学習指導要領第1章第4の2の⑴のア）

改訂の
ポイント①



イ 特別支援学級において実施する特別の教育課程については，次のとおり編
成するものとする。
(ア) 障害による学習上又は生活上の困難を克服し自立を図るため，特別支援

学校小学部・中学部学習指導要領第7章に示す自立活動を取り入れること。
(イ) 児童の障害の程度や学級の実態等を考慮の上，各教科の目標や内容を下学年

の教科の目標や内容に替えたり，各教科を，知的障害者である児童に対する
教育を行う特別支援学校の各教科に替えたりするなどして，実態に応じた
教育課程を編成すること。

実態把握

指導すべき課題・課題相互の関連を整理

実態に即した指導目標を設定

目標達成のための項目を選定

項目を相互に関連付けて指導内容を設定

当該学年／前の学年の教科目標・内容

上記の学習が困難な場合

特別支援学校の各教科目標・内容

卒業までに提供すべき教育内容の見極め

系統性を踏まえ教育課程を編成

（ア） （イ）

②特別支援学級における特別の教育課程（小学校学習指導要領第1章第4の2の⑴のイ）Q5

改訂の
ポイント②



ウ 障害のある児童に対して、通級による指導を行い、特別の教育課程を編成する場
合には，特別支援学校小学部・中学部学習指導要領第7章に示す自立活動の内容を
参考とし、具体的な目標や内容を定め，指導を行うものとする。
その際，効果的な指導が行われるよう、各教科等と通級による指導との関連を図る
など、教師間の連携に努めるものとする。

「特に必要があるときは，障害の状態に応じて各教科の内容を補充するための特別の
指導を含むものとする。」

「特に必要があるとき は，障害の状態に応じて各教科の内容を取り扱いながら行うこ
とができる」

※通級による指導の内容について，各教科の内容を取り扱う場合であっても，障害に
よる学習上又は生活上の困難の改善又は克服を目的とする指導であるとの位置付けが
明確化

③通級による指導における特別の教育課程（小学校学習指導要領第1章第4の2の⑴のウ）

改訂の
ポイント②

「学校教育法施行規則第140条」の一部改正



エ 障害のある児童などについては，家庭，地域及び医療や福祉，保健，労働等の業務
を行う関係機関との連携を図り，長期的な視点で児童への教育的支援を行うために，個
別の教育支援計画を作成し活用することに努めるとともに，各教科等の指導に当たって，
個々の児童の実態を的確に把握し，個別の指導計画を作成し活用することに努めるもの
とする。特に，特別支援学級に在籍する児童や通級による指導を受ける児童については，
個々の児童の実態を的確に把握し，個別の教育支援計画や個別の指導計画を作成 し，効
果的に活用するものとする。

改訂の
ポイント③

④個別の教育支援計画や個別の指導計画の作成と活用（小学校学習指導要領第1章第4の2の⑴のエ）

「個別の教育支援計画・個別の指導計画」作成・活用の明確化特別支援学級・通級

※各教科の一部又は全部を
特別支援学校の各教科に
替えた場合

※各教科の各段階の目標・内容
を基にして、具体的な指導目
標・内容を設定



R4.4.27

◆特別支援学級及び通級による指導の適切な運用について(通知) 

≪改善が必要な具体的な事例≫ 
●特別支援学級に在籍する児童生徒について、個々の児童生徒の状況を踏まえずに、 特別支援学級では自立活動に加えて算数
(数学)や国語といった教科のみを学び、それ以外は交流及び共同学習として通常の学級で学ぶといった、機械的かつ画一的な
教育課程を編成している。
●全体的な知的発達に遅れがあるはずの知的障害の特別支援学級に在籍する児童生徒に対し、多くの教科について交流及び共
同学習中心の授業が行われている。
●通常の学級、通常の学級における指導と通級による指導を組み合わせた指導、特別支援学級、特別支援学校という学びの場
の選択肢を、本人及び保護者に説明していない。
●交流及び共同学習において、「交流」の側面のみに重点が置かれ、特別支援学級に 在籍する児童生徒の個別の指導計画に基
づく指導目標の達成が十分ではない。
●交流及び共同学習において、通常の学級の担任のみに指導が委ねられ、必要な体制が整えられていないことにより、通常の
学級及び特別支援学級の児童生徒双方にとって十分な学びが得られていない。

第2 特別支援学級に在籍する児童生徒の交流及び共同学習の時数について
〇また、「障害のある子供の教育支援の手引」にあるように、特別支援学級に在籍している児童生徒
が、大半の時間を交流及び共同学習として通常の学級で学んでいる場合には、学びの場の変更を検討
するべきであること。言い換えれば、特別支援学級に在籍している児童生徒については、原則として
週の授業時数の半分以上を目安として特別支援学級において児童生徒の一人一人の障害の状態や特性
及び心身の発達の段階等に応じた授業を行うこと。
〇ただし例えば、次年度に特別支援学級から通常の学級への学びの場の変更を検討している児童生徒
について、段階的に交流及び共同学習の時数を増やしている等、当該児童生徒にとっての教育上の必
要性がある場合においては、この限りではないこと。

R3 特別支援学級・通級による指導の実態調査の結果より



改訂の
ポイント①

❖新学習指導要領改訂のポイント 〜自立活動〜

自立活動の6区分のうち、「1健康の保持」に新たに
1項目追加した。
※6区分26項目→6区分27項目

個別の指導計画の作成と内容の取扱い等に関する手続
きを整理する際の配慮事項を充実して示した。

特別支援学校小学部・中学部学習指導要領の解説にお
いて自立活動の具体的な指導内容を設定するまでの例
を充実して示した。

改訂の
ポイント②

改訂の
ポイント③

Q６



❖自立活動の内容

＜６つの区分＞ 26項目→27項目

健康の保持

環
境
の
把
握

⑷ 障害の特性の理解と生活環境の調整に関すること

⑵ 感覚や認知の特性への対応に関すること
👇

⑵ 感覚や認知の特性についての理解と対応に関すること

⑷ 感覚を総合的に活用した周囲の状況の把握に関すること
👇

⑷ 感覚を総合的に活用した周囲の状況についての把握と状況
に応じた行動に関すること

【
追
加
】

【改訂】

改訂の
ポイント①



Logo Mark

自立活動部（2020年７月作成） 1

課題整理・目標設定シートの活用目的

学習指導要領改訂のポイント

1 2 3 4

目的⑴
実態把握から目標設定に至るプロ
セスを明確にする

目的⑵
指導目標の設定に至る判断の根
拠を記述して残す

目的⑶
⑴⑵の作成について複数の教員
で検討するシステムを構築する

0 目的を明確にしましょう！

0

小学部・中学部学習指導要領（第７章第３の２の⑵）

⑵児童又は生徒の実態把握に基づいて得られた指
導すべき課題相互の関連を検討すること。

個別の指導計画を通して、前年度までの指導担当
者が、その幼児児童生徒の実態をどのように捉え、
なぜその指導目標（ねらい）を設定することにしたの
かといった、設定に至る考え方を指導担当者で共有
していくことで、指導の根拠を明らかにしやすくなると
考えられる（中略）。このため、今回の改訂において
は、個別の指導計画の作成の手順の中に、実態把
握から指導目標（ねらい）を設定する過程において、
指導すべき課題を整理する手続きを導入し、指導目
標（ねらい）を設定するに至る判断の根拠を記述して
残すことについて新たに示した。
このような分析や整理を進めていくために複数の教
師で検討する学校のシステムの構築が必要！

経験の少ない
教員の力量UP
経験の少ない
教員の力量UP

経験の少ない
教員の力量UP
経験の少ない
教員の力量UP

⑴

⑵

⑶

実態把握から目標設定に
至るプロセスを明確にする

指導目標も設定に至る判断
の根拠を記述して残す

⑴⑵の作成について複数の
教員で検討するシステムを
構築する

個別の指導計画作成の手続き

経験の少ない教員の力量UP

改訂の
ポイント②③



① 障害の状態、発達や経験の程度、興味・関心、学習や生活の中で見られる長所や良さ、課題等について情報収集

健康の保持 心理的な安定 人間関係の形成 環境の把握 身体の動き コミュニケーション

※各項目の末尾の（　）は、②-1における自立活動の区分を示している（以下、図15まで同じ）。

⑥ 　　⑤ の指導目標（ねらい）を達成するために必要な項目の選定

⑧ 　　　具体的な指導内容を設定

ア イ ウ エ …

学校・学部・学年

障害の種類・程度や状態等

事例の概要

実

態

把

握

③ 　　　① をもとに② -1、②-2、②-3で整理した情報から課題を抽出する段階

④ 　　　③ で整理した課題同士がどのように関連しているかを整理し、中心的な課題を導き出す段階

指

導

す

べ

き

課

題

の

整

理

② -1　　収集した情報（①）を自立活動の区分に即して整理する段階

② -2　　収集した情報（①）を学習上又は生活上の困難、これまでの学習の習得状況の観点から整理する段階

② -3　　収集した情報（①）を〇〇年後の姿の観点から整理する段階

⑤ 　④ に基づき指導目標を設定

課題同士の関係を整理する中で

今指導すべき指導目標として

⑦ 　　項目と項目を関連付ける際のポイント

選定した項目を関連付けて具体

的な指導内容を設定

項⽬間の

関連付け

情報収集
↓

①を自立活動の区分で整理
↓

①を学習上又は生活上の困難、学習の
状況から整理

↓
①を〇〇年後の姿の観点から整理

↓
①、②-1〜3から課題を抽出

↓
③の課題同士の関連を整理

↓
④に基づき指導目標を設定

↓
目標達成のための項目選定

↓
項目同士の関連付け

↓
具体的な指導内容の設定

①

②-1

②-2

②-3

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

改訂の
ポイント③

個別の指導計画作成の手続き



本

人
・

保
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者

希
望

良

さ

・

伸

し

た

い

点

アセスメント名

支
援

目

標

KIDS乳幼児発達ス
ケール

支
援

内
容

4 1 　B　健康な心身を保つ力

① 身辺自立する ①
食べられるものを増やし、楽しく食事

ができる
生活リズム

安定
衣服 調節 

清潔 清潔 保

持保持
健康な食習慣成

整理・整頓 習

慣づけ
視力 活用 聴力 活用

そ 他 感覚

活用

上方 与え方

工夫
②
見本や手ほどきを元に、自分でやろう

とする
② バランスの取れた食事をする

③ 体や手先を使った活動ができる ③ 健康的な食生活を身に付ける

病気 状態理解
生活管理・自己

規制

心身状態 気づ

き・訴え

眼鏡 装用 習

慣化

快・不快刺激

把握

得意な認知能力

把握
④ 集団になれる ④ 遊びを楽しむことができる

⑤ 見通しをもつ ⑤
気持ちの安定、リラックスできる手段
を身に付ける

視覚機能
維持

聴覚機能
維持・管理

補装具 管理
視覚補助具
活用

視覚手段を活用
した言語受容

視覚・聴覚機器に
よる情報収集

⑥ 活動の準備、片付けができる ⑥ いろいろな動きに対応できる

⑦ マナーやルールを守る ⑦ 身体を動かし発散する

自己 障害特性

理解
生活環境 調整 注意 形成

自分 位置と周

囲 状況 把握

「知覚ｰ運動」感

覚 活用

様々な感覚から

得られる情報 活
⑧ 基本的な読み書き、数を知る ⑧ 適度な量の運動をする

⑨ 体力をつける

運動量 確保
健康な

からだづくり
医療的ケア 健康状態 把握

変化 様子感じ

取る力 形成

マッチング・比較・

弁別能力 形成

時間に関する概

念形成

空間に関する概

念形成

聴覚的な情報

活用
⑩ 身体の部位を意識して動かす

① 好きなもの、同じものなどがわかる ⑪ 不調を訴える

5 4 ② 選択できる ⑫
手洗い、うがい、歯磨き、入浴などを

習慣にし、清潔に過ごす

③ イメージをもつ ⑬ 自分で清潔な環境を作る

気持ち 表出 リラクセーション
自己肯定感

向上

情緒安定 ため

環境改善

身近な人と

信頼関係づくり

他者と

やりとり
④ 活動内容を理解し、取り組む ⑭ 衣服の調節ができる

⑤
困難な場面を経験し、解決したり回避

したりする
⑮ 自分の性に気付く

状況 的確な

理解

変化する状況

理解
援助 依頼

集団構成・活動

内容 工夫

声 抑揚・調子

聞き分け

相手 言葉や表

情 読み取り

出来事 流れ

把握
⑥ 苦手なことを克服する経験をする

⑦ 状況に応じた態度や行動を意識する

障害 状態

理解

熱中できる活

動・課題づくり

できる活動

拡大

先輩や仲間と

話し合い

自分 能力

把握

自分 行動特徴

理解
⑧ ルールを理解して活動できる ① 人や物に関して興味、関心をもつ

⑨ 試行錯誤する ② 快、不快を表現する

雰囲気に合わせ

た行動

集団参加 手順

や決まり 理解

遊び・集団へ 積

極的参加

日常生活で 決
まり・常識理解

⑩ 自分の行動を振り返ることができる ③ 他者からの働きかけを受け入れる

④ 相手の言っていることがわかる

1 10 ⑤ 伝えたい気持ちをもつ

① いろいろな経験を増やす ⑥
人と過ごすことの楽しさを感じ、関わり

を楽しむ
正しい姿勢

保持

上肢・下肢 運

動・動作 改善

適切な緊張状態

維持

関節 拘縮や変

形 予防
筋力 維持強化 意思 やりとり 他者へ 注目

意思伝達 手段

獲得
言語概念 形成

コミュニケーショ

ン意欲 向上
②
大きな行事など取り組みを経験する中

で、地震をもつ
⑦
友だちとの関わりや集団での活動を

楽しむ

③ 決められた係活動をする ⑧ 挨拶ができる

補助用具 利用
補助用具 セッ

ト・収納・調整

様々な手段を活

用した言語受容

様々な手段を活

用した言語表出
発語機能 改善

発語を補う為

補助手段 活用
④
後から好きなこと、やりたいことができる

ことを期待して頑張る
⑨ 伝わる楽しさ、嬉しさを経験する

⑤ 他者に認められて「できる」実感する ⑩ 仲間意識をもつ

身辺処理を行う

ため 基本動作

学習 ため 基

本動作

介助しやすい姿

勢動作 習得

動作へ 注目・

集中力 向上

始発的な発声・

発語 促進

読解力や聞く力

向上

語彙や文法体系

習得

抽象的な言葉

理解
⑥ ほめられる経験から、喜びを感じる ⑪

要求や意思など、自分の思いを伝え

る

⑦
取り組んでいることを最後までやり遂げ

る
⑫
言葉の理解を深め、聞く力話す力を

つける

移動能力 向上
安全な移動手段

獲得
校内外で 安全
な移動

文字・絵等による

コミュニケーション

身振りによるコ
ミュニケーション

意思伝達手段
選択・活用

⑧ 役割を進んで行う ⑬
他者からの要求を受け入れ、それに
応える

⑨
役割などを果たすことのやりがい、充

実感、満足感や、やり遂げる達成感を
⑭ やりとり、ごっこそびができる

作業に必要な基

本動作 習得

緻密性・巧緻性・

持続力 向上
協応動作 習得

姿勢や運動 自

己調整

適切な言葉 使

い方

場に応じた話題

選択

声 大きさや話し

方 調整
状況に応じたコ

ミュニケーション
⑩ 先輩の活動を見て、あこがれを感じる ⑮ 場に応じた言葉を知る

健康 保持
心理的な
安定

人間関係
形成

環境 把握 身体 動き

〇 〇
気持ち 表出

他者と
やりとり

援助 依頼
雰囲気に合わ
せた行動

できる活動
拡大

集団参加 手順
や決まり 理解

 (2) 姿勢保持と運動・動作 補助的手段 活用

 (1) 姿勢と運動・動作 基本的技能

◎や〇印を付けた区分で目標設定に必要な項目・観点

（各区分で必要な項目・観点を３つに絞る）

中心的に取り組む区分◎／関連付けて取り組む区分〇

総合：4-0
社会性(対大人):4:2
社会性(対子ども):2-8

　A　日常生活に必要な力

　C　豊かなコミュニケーション

　D　自ら考える力

　E　意欲的に働く力

 (3) 日常生活に必要な基本動作

 (4) 身体 移動能力

 (5) 作業に必要な動作と円滑な遂行

コミュニケー
ション

備　考

 (5) 認知や行動 手掛かりとなる概念 形成

人間関係 形成

個
別

教
育
支
援
計
画

情
報

長期的な視点（３年程度）からみた教育的ニーズと支援内容

健康 保持 環境 把握

＊苦手なことでも挑戦しようとする意欲を持ってほしい。
＊友達と 関わりがスムーズに持てるようになってほしい。

⑴係 仕事等、自分 役割を意識して積極的に取り組むことができる。
⑵友達と 関わりを増やすことができる。

⑴クラス 仕事（朝 会 司会、給食当番等）が明確になるように、視覚的な手がかりを提示し、
自分 役割に気づいて取り組むことができるように援助する。そ 際、苦手なことについて 、教
員にヘルプを出すよう促す。
⑵遊び 時間に、教員が間に入り、友達と関わる時間を設定する。

自
立
活
動
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト

情
報

心理的な安定

 (1) 生活リズムや生活習慣 形成

 (2) 病気 状態 理解と生活管理

 (3) 身体各部 状態 理解と養護

 (4) 障害 特性 理解と生活環境 調整

 (5) 健康状態 維持・改善

＜記入例＞自立活動指導における課題整理・目標設定シート  【小学部５年生】
Ａ名前

キ
ャ

リ
ア
教
育

情
報

 (1) 保有する感覚 活用

 (2) 言語 受容と表出

 (3) 言語 形成と活用

 (4) コミュニケーション手段 選択と活用

 (5) 状況に応じたコミュニケーション

 (2) 感覚や認知 特性 理解と対応

 (3) 感覚 補助及び代行手段 活用

 (1) コミュニケーション 基礎的能力

 (4) 感覚を総合的に活用した周囲 状況について 把握と状況に応じた行動

情
報
・
課
題
整
理

課
題
設
定
理
由

そ

他

情
報

＊理解力があり、一定 会話ができる
＊相手が大人であれ 、楽しく会話を続けること
ができる。
＊視覚情報 処理、同時処理が得意である。

結　　果

そ

他

実

態

把

握

コミュニケーション

 (1) 他者と 関わり 基礎

 (2) 他者 意図や感情 理解

 (3) 自己 理解と行動 調整

 (4) 集団へ 参加 基礎

身体 動き

 (1) 情緒 安定

 (2) 状況 理解と変化へ 対応

 (3) 障害による学習上又 生活上 困難を改善・克服する意欲

目
標
・
学
習
内
容
設
定

長期目標

短期目標

⑴クラス 仕事に自ら取り組む等、できる活動 拡大を図る。
⑵友だちを誘う、人前で発表する、ヘルプを出す等、コミュニケーション意欲 向上
を図る。

⑴給食 係（牛乳係）について、そ 日 牛乳 本数を出席カードで確認し、正確
にクラス人数分 牛乳を給食室から持ってくることができる。
⑵昼休みに好きな遊び（〇〇、□□等）をするときに、教員 見本を手がかりにし
ながら、友達を遊びへ誘うことができる。

学
習
内
容

⑴給食 牛乳係 仕事をする。
＊出席カードでそ 日 クラス 人数（児童
＋教員）を確認し、牛乳を持ってくる。
＊分からない場合 、教員にヘルプを出す。
⑵友達を遊びに誘う。
＊昼休みに何 遊びを誰とするか教員と話
し合う。
＊教員 誘い方 見本を手がかりにして、
友達を好きな遊びに誘う。

＊友だちと 関わり 少なさや苦手な活動へ 取り組みにくさ 、他者と関わるため スキル（集団参加 手順や決まり 理解、雰囲気に合
わせた行動、他者と 基礎的なやりとり 仕方）が十分育っていないことと、活動 仕方がわからない場合 対応（援助 依頼、気持ち 表
出）や自信を持って取り組める活動レパートリー 狭さが要因であると考えられる。従って、本人が得意な「大人と 関わり」や「視覚情報 処
理」、「同時処理」を活かしながら、係活動等、自信を持ってできる活動レパートリーを増やしていくこと、及び教員が提示する関わり方 見本を
手がかりにしながら、遊び 場面等において友だちと 適切な関わりができるようになることが課題である。

◎
コミュニケーション

意欲 向上

様々な手段を活用
した言語表出

適切な言葉 使
い方

キャリア教育で重点的に取り組む項目（A-①等）
Ｅ−③　決められた係活動をする

Ｃ−⑦　友だちと 関わりや集団で 活動を楽しむ

＊主体的なコミュニケーション活動が少ない 、自身をもっ
てできる活動 少なさや他者と 関わり スキル 未熟さが
影響していると考えられる

＊「援助 依頼」をしながら「できる活動 拡大」を図り、「他家
と やりとり」 仕方を具体的に示し、コミュニケーション意欲
やスキル 向上を促していくことが必要であると考えられる。

＊他者と楽しく関わる体験や主体的にできる係活動を増やして
いくことを重点的に取り組むこととする。

課題整理・目標設定シートの活用

自立活動の実態把握の
ためのチェックリスト

キャリア教育に
おける力5観点

個別の教育支援計画

今ある資源のデータ化・効率化

地域支援での活用（同じツール）

連続性のある多様な学びの場の実現

本
校
に
お
け
る
個
別
の
指
導
計
画
の
作
成
手
続
き



名前：

◆指導区分・観点のチェックリスト

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 １年 ２年 ３年 １年 ２年 ３年

記入年月日

記入者

　６　コミュニケーション

　(1) コミュニケーションの基礎的能力に関すること

 意思のやりとり （表情や身振りを用いて）

 他者への注目 （注視する態度や構え、ことばや動きに対する関心）

 意思伝達の手段の獲得 （話し言葉、発声、身振り、手話、指さし等）

 言語概念の形成 （言葉の理解、認知の発達等）

 コミュニケーション意欲の向上 （要求の表現が積極的にできる等）

　(2) 言語の受容と表出に関すること

 様々な手段を活用した言葉の受容

 （相手の意思・意図を受け止めることができる等）

 様々な手段を活用した言葉の表出 （自分の意思を表出できる等）

 発語機能の改善 （話しことばの不明瞭等）

 発語機能を補うための補助的手段の活用 （文字・身振り等）

　(3) 言語の形成と活用に関すること

 自発的な発声・発語の促進 （かけ声、擬音語・擬態語の活用）

 読解力や聞く力の向上

 語彙や文法体系の習得

 抽象的な言葉の理解 （言葉の意味理解を深める）

　(4) コミュニケーション手段の選択と活用に関すること

 文字言語や絵・シンボルを使ったコミュニケーション

 （筆談、文字盤、VOCA、コンピューター等）

 身振りを使ったコミュニケーション （マカトン、手話、自然な身振り、指さし等）

 意思伝達手段の選択・活用
 （ことばに身振りをつける、話し言葉を補うために機器を活用する等）

　(5) 状況に応じたコミュニケーションに関すること

 適切な言葉の使い方

 （相手によって使い分ける／相手の立場や気持ちに応じた言葉を選ぶ等）

 場に応じた話題の選択

 声の大きさや話し方の調整 （距離によって・広さによって使い分ける等）

 状況に応じたコミュニケーションの展開

以下の7区分について、対象の児童生徒に指導及び配慮が必要で
あると思われる項目・観点に○をつけてください。特に必要なものに
ついては、◎をつけてください。

高等部

自立活動における実態把握のためのチェックリスト

小学部 中学部

〇

〇

◎

◎

〇

〇
◎

対
象
児
童
生
徒
に
指
導
や
配
慮
が
必
要

で
あ
る
項
目
・
観
点
に
◎(

特
に
必
要)

や

○(

必
要)

を
記
入
す
る

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大阪府立佐野支援学校

自立活動部

「自立活動の個別の指導計画」作成の手引きの

解説書
※項目・観点
の内容をより
詳しく知りた
いときは……



事例（１）「心理的な安定」 自立活動チェックリスト

中心的に指導する区分

【心理的な安定⑴⑵⑶】
◎リラクセーション
◎変化する状況の理解→変化に応じた適切な行動
〇熱中できる活動や学習課題づくり

【コミュニケーション⑸】
◎適切な言葉の使い方
◎状況に応じたコミュニケーション

【人間関係の形成⑵⑶】
◎自己の行動特徴の理解→具体的な場面での対応
◎出来事の流れの把握
〇相手の言葉や表情の読み取り

【環境の把握】
◎視覚的な情報の活用

＜目標設定＞
＊援助に合わせて心身の緊張をリラックスできる（衝動性のコントロール）
＊状況を表す絵カードを見て、どのような場面か答えることができる
＊他者や自己の気持ちを考えることができる
＊レベル表を手がかりにして今の気持ちに応じた行動ができる

関連づけて指導する区分

動作法

行動と気持ちのレベル表
表情カード

行動と気持ちのレベル表

行動と気持ちのレベル表

SST絵カード

ストレス
チェック



事例（１）「心理的な安定」 指導内容・方法

躯幹ひねり 肩の上げ下げ

心身のリラックス感

援助の受け入れ

＜リラクセーション課題＞

緊張の左右差の軽減

援助者への注目
援助部位への注目

自己のからだの感じ
→言語化

ストレスチェックシート 
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今、あなたの体と心はどんな感じですか？当てはまるところに○をつけましょう。 

 

 

 −5             0              5 

          

 

  イライラ／ふまん                               たのしい／まんぞく 

 −5             0              5 

          

 

 −5             0              5 

          

 

かなしい／こまっている                             うれしい／あんしん 

   からだがだるい                                  からだがかるい 

＜ストレスチェック＞

〈
表
情
カ
ー
ド
〉

引用資料：SST絵カード（株式会社エスコアール）



＊衝動的に動き、人に
危害を加える

＊動き回ったり、物を
投げたりする

＊人の顔や髪の毛が気
になる

＊話し出すと止まらな
くなる

＊学習に集中できる

クールダウンの部
屋へ行く

集中できる課題を
行う

人から離れる

話す時間を決める

そのまま続ける

行動と気持ちのレベル表
＊
自
分
の
行
動
を
レ
ベ
ル
化
す
る
。

＊
各
レ
ベ
ル
に
お
け
る
気
持
ち
に
つ
い
て
感
情
を
表

す
絵
カ
ー
ド
で
示
す
。

＊
今
の
気
持
ち
や
行
動
が
ど
の
レ
ベ
ル
で
あ
る
か
考

え
る
。

＊
各
レ
ベ
ル
に
お
け
る
対
処
法
を
考
え
る
。

事例（１）「心理的な安定」 指導内容・方法



ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
シ
ー
ト

行動：

A：事 前 B：行 動 C：事 後

事前の対応の工夫 望ましい行動

◆事前・事後の環境の工
夫を行っても望ましくない
行動が起きたとき！

ほめ方・楽しみな活動

起こってしまったときの対応

朝、父親の寝室に入って顔を蹴る

父親の顔を蹴る
父親と遊んで欲しく
て父親を起こしに行
くときに

父親が子どもに怒る

・父親が疲れているとき、
部屋の前に「起こさない
で下さい」というカード
を貼る

・父親が遊べるとき部屋の
前に「５分だけ遊びます。
起こして下さい」

・余裕がある時に遊ぶ

①父親を起こして「おはよ
う」の挨拶をする（遊ぶ）
②起こさずにそっとしておく

・カードの約束が守れたこ
とを褒める

・一緒に遊ぶ

・本人にどうしたら良
かったのかを聞く

・要求の出し方を再確認

事例（１）「心理的な安定」 指導内容・方法



事例（2）「心理的な安定」「環境の把握」「コミュニケーション」

【協働研究参加者】
＊支援学級担任：７人
＊A市教育委員会指導主事１人
＊LS：２人
＊対象児童：２４人

【４年め】学期に１回程度

【３年め】
＊グルーピング→グループの学習指導案
＊授業参観／ビデオによる授業改善
＊研究授業→反省会（校内での情報共有）
＊個別の指導計画作成→通常学級との連携
＊「支援教育推進委員会」での発表→情報共有
＊次年度に向けて

【２年め】
＊グルーピング→グループの学習指導案
＊授業参観／ビデオによる授業改善
＊研修（個別の指導計画）：夏期休業中
＊個別の指導計画作成
＊「支援教育推進委員会」での発表→情報共有
＊次年度に向けて

→チェックリスト・設定シート作成

【初年度】
＊自立活動の授業参観（週１回の時間における指導）
＊チェックリスト→課題整理・目標設定シート作成

（研修→事例検討）
＊２４人の設定シートの作成
＊研修（自立活動の指導内容）：夏期休業中
＊グルーピング（心理的な安定／コミュニケーション／環境の把握）

＊グループの学習指導案作成→ビデオによる授業改善
＊次年度に向けて→チェックリスト・設定シート作成

協働研究の取り組み



◆協働研究の協議内容における各ツールの活用状況



事例（2）「心理的な安定」 協働研究の取り組み









◆通常の学級と支援学級の連携
➢ 「個別の指導計画」→様式の変更

➢ 通常学級担任と支援学級担任で「個別の指導計画」を作成

➢ 短期目標を達成するための指導方法（通常の学級／支援学
級）の確認

短期目標
①他者に注目して指示に応じた行動ができる。
②順番通りに活動することができる。

学習内容 指導の方法（指導の場） 評価

学習用具の整
理整頓

【通常の学級】
①②朝のHRでその日使用する物を手続
きカードに従って整理するよう促す
（声かけのタイミングに留意する）

学習の流れを
確認する

【支援学級】
②最初に手続きカードを確認し学習の
流れを理解する

ルールの説明
を聞く

【時間における指導】
①ルールの説明を最後まで聞くことが
できる
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協働研究チェックリスト／解説書

＜記述＞
＊課題や目標設定を明確にすることで、学習内容を考えやすくなった。
＊自分たちの悩んでいる部分について的確な助言があり、とても勉強になった。
＊子どもたちの実態などをみんなで確認できて（わかりあえて）よかった。
＊今年度で３年めになるが、年々勉強になり、子どもの様子も変容している。市内にも広めることが

できるよう取り組んでいきたい。
＊自分たちの授業スキルが向上した。
＊新しいアセスメントの方法を知ることができ、実態把握から子どもたちについてより深く話し合え

たり、それによる成果も感じられたりしてとても良かった。
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Fig.1 チェックリスト／解説書・協働研究に関するアンケート結果 Fig.2 「課題整理・目標設定シート」に関するアンケート結果



◆地域における自立活動指導のポイント

➢実態把握〜目標設定→【プロセスの明確化】

➢個人の中心区分・関連区分の決定→グルーピング

➢個人の目標設定→指導内容・方法の検討

➢グループの学習指導案

→重点目標・配慮点・評価方法の確認

➢ビデオによる振り返り→教員間の共通理解・授業スキルの向上

➢個別の指導計画→支援学級と通常の学級との連携

教科指導と自立活動→中心区分／関連区分を教科指導の中に

どう位置づけるか

教育課程
づくり

個別の指導計画

個別の教育支援計画

人材育成



事例（3）「コミュニケーション」 AAC指導

➢ 基礎的コミュニケーション指導

＊動作を通したやりとり課題

＊動作模倣 ＊物を通したやりとり課題

➢ 実用的コミュニケーション指導

＊要求スキル ＊叙述・伝達・報告スキル

➢ 家庭・地域生活スキル指導

＊買い物スキル等

＜アセスメント＞

＊コミュニケーションスキル選定検査

→音声／絵カード／身振り

＊エコロジカルアセスメント

＊自立活動チェックリスト

コミュニケーション 心理的な安定 環境の把握



◆スケジュールの活用
①スケジュール表のところへ行く
②絵カードを確認する
③その活動を行う場所に移動する
④活動が終わったらスケジュール表のところにもどる
⑤「おしまい」ボックスに“取り組みの終わった活動”

の絵カードを入れる
※②〜⑤のステップを繰り返す

※スケジュールの変更があった場合は、
目の前で絵カードを入れ替えて変更内
容を伝える
※意図的にスケジュールを変える場面
を設定し、予定の変更に対応できる力
をつけていく

＜資料＞



まとめ

◆自立活動指導における課題・目標設定のプロセスをどのよ
うに明確化するか

◆経験の少ない教員のアセスメント力や指導力が向上するよ
うな「話し合い」のシステムをどのように構築していくか

◆アセスメントや設定シートの活用→指導に繋がる（活かせ
る）取り組みになること

課題や目標設定に至るプロセスを
検討するためのツールの導入

アセスメント

研修体制

授業改善


